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北
朝
鮮
は
五
日
午
前
十
一

時
半
ご
ろ
、
日
本
海
側
の
咸
鏡

北
道
舞
水
端
里
の
発
射
施
設

か
ら
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

と
み
ら
れ
る
飛
翔
体
を
発
射

し
た
。日
本
政
府
は
ミ
サ
イ
ル

が
東
北
地
方
上
空
を
通
過
、
一

段
目
は
秋
田
沖
の
日
本
海
に
、

二
段
目
は
太
平
洋
上
に
落
下

し
た
と
予
測
し
て
い
る
。自
衛

隊
の
迎
撃
措
置
は
取
ら
な
か
っ

た
と
発
表
、
落
下
物
な
ど
の
被

害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。北

朝
鮮
は
事
前
通
告
通
り「
人
工

衛
星
」
打
ち
上
げ
の
た
め
の
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
と
発
表
す
る
見

通
し
だ
。政
府
は
麻
生
太
郎
首

相
が
安
全
確
認
な
ど
を
指
示
、

情
報
収
集
を
急
ぐ
と
と
も
に

警
戒
を
強
化
し
て
い
る
。

　

政
府
は
発
射
に
対
し「
重
大

な
挑
発
行
為
だ
」と
非
難
。「
人

工
衛
星
」
で
も
「
弾
道
ミ
サ
イ

ル
計
画
に
関
連
す
る
す
べ
て
の

活
動
停
止
」を
求
め
た
国
連
安

全
保
障
理
事
会
決
議
違
反
と

し
て
、
安
保
理
協
議
に
持
ち
込

み
、新
決
議
採
択
を
目
指
す
。

　

日
米
両
政
府
な
ど
は
仮
に

人
工
衛
星
打
ち
上
げ
目
的
の

ロ
ケ
ッ
ト
で
も
、
米
ア
ラ
ス
カ

州
を
射
程
に
収
め
る
と
さ
れ

る
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
テ

ポ
ド
ン
２
号
」
と
実
質
的
に
同

じ
で
安
全
保
障
上
の
脅
威
と

分
析
。北
朝
鮮
は
核
兵
器
保
有

も
宣
言
し
て
お
り
、
オ
バ
マ
米

政
権
と
有
利
な
交
渉
を
進
め

る
た
め
に
米
側
を
け
ん
制
す

る
狙
い
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

北
朝
鮮
は
一
月
末
ご
ろ
か

ら
、
舞
水
端
里
に
ミ
サ
イ
ル
を

積
む
コ
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
も
の

を
列
車
で
運
び
込
ん
だ
ほ
か
、

多
数
の
ト
ラ
ッ
ク
や
燃
料
輸
送

車
な
ど
の
活
動
を
活
発
化
。

　

三
月
十
二
日
に
は
国
際
海

事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
に
四
月
四

－
八
日
に
発
射
す
る
と
通
告
。

三
月
二
十
五
日
に
は
発
射
台

に「
テ
ポ
ド
ン
２
号
」と
み
ら
れ

る
ミ
サ
イ
ル
の
設
置
が
確
認
さ

れ
る
な
ど
準
備
を
進
め
て
い

た
。

落
下
物
な
ど
情
報
収
集
急
ぐ
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上
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通
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、迎
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北
朝
鮮
が
長
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
と
み
ら
れ
る
飛
翔
体

を
発
射
し
た
こ
と
を
受
け
、
政

府
は
情
報
収
集
に
全
力
を
挙

げ
て
詳
細
な
事
実
確
認
を
急

い
で
い
る
。同
時
に
「
東
ア
ジ
ア

の
平
和
と
安
定
に
と
っ
て
大
き

な
脅
威
だ
」
と
し
て
、
米
国
や

韓
国
と
の
連
携
を
堅
持
し
な

が
ら
、国
連
安
全
保
障
理
事
会

で
の
新
た
な
決
議
も
視
野
に
、

厳
し
い
対
応
を
検
討
す
る
構

え
だ
。

　

日
本
人
拉
致
被
害
者
の
再

調
査
委
員
会
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
北
朝
鮮
は
、
昨
年
八
月
の

日
朝
実
務
者
協
議
の
合
意
を

ほ
ご
に
す
る
形
で
延
期
し
た

ま
ま
。そ
の
一
方
で
、核
兵
器
の

運
搬
手
段
と
も
な
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
技
術
の
開
発
に
、
日
本

国
内
で
断
固
と
し
た
措
置
を

迫
る
声
が
強
ま
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

た
だ
外
務
省
幹
部
は
北
朝

鮮
の
思
惑
に
つ
い
て「
米
国
へ
の

ラ
ブ
コ
ー
ル
」と
述
べ
、
オ
バ
マ

米
政
権
に
対
し
存
在
感
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
の
が
狙
い
と
分
析

す
る
。

　

さ
ら
に
今
回
の
発
射
に
向

け
、
北
朝
鮮
は
事
前
に「
人
工

衛
星
の
発
射
準
備
」
と
の
談
話

を
発
表
。関
係
筋
は
、
平
和
利

用
を
主
張
す
る
こ
と
で
「
米
国

と
の
決
定
的
な
関
係
悪
化
を

回
避
し
な
が
ら
、
自
ら
の
軍
事

的
力
量
を
示
し
た
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方
を

示
す
。

制
裁
強
化
視
野
に
対
応

北
朝
鮮
が
飛
翔
体
を
発
射
と
の
情
報
で
、記
者
の
質
問
に
答
え

る
麻
生
首
相
＝
５
日
午
前
11
時
38
分
、首
相
官
邸


